
社会福祉実習教育に演する一考察〈そのり

A study on the social work practicum education 

Issues of the curriculum of "Social work practicum r at Hirosaki Gakuin University 

1.問題の視点

複雑化した現代社会の混迷は、生活課題や福祉

ニーズの発生を容易に拡大し、しかもそれは留ま

るところを知らない。このような社会状況のド、

近年社会福祉基礎構造改革が行われている。この

理念の強調点は、「権利擁護1I臼立・生活支緩j

「不IJ用者本位J等々であり、そのための新しい制度・

政策・理論・方法(技術)が創り出窓れ社会福祉

の大きな転換を促している。

社会福祉教育の問題を取りUずる際、特に大学

における社会福祉教育のあり方!が問われ

は多様であるが、第 l義的には、広範閉にわたる社

会福註サービスの繋的向 H二向けてこれらの要請

にどのような解答を用患できるのかということで

あり、そのための羅針盤としてイニシアチブを発

揮していくことである。しかし

1る。また、社会福祉サーピス

はマンパワーの繋量が大きな影響を事える

が、大学の社会福祉教育を受けた者の全てが社会

福祉の職業や研究等に従事するわけでもなく、社

会福祉の職業につく場合でも椙社現場からは

際に役立つ人材を養成していなしリと指摘される

こともしばしばである。それに加えて社会福祉士

等の養成教育を行い、社会補祉上等国家資格の有

資格者を輩出したとしても、必ずしもそれら有資

格者の就職が希望に叶わないという任用制度・労

働条件にともなう課題も山積する。

このような背景の中で、本学は今年度第 l回目
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の社会福祉実習 I履修生を送り出したが、その初

期教育における成果を問われなければなるまい。

特に本稿がテーマとする「社会福祉実習 1J2は、社

会福祉教育内容の中核をなし教育カリキなうムの

再検討を試みるにあたって検討されなければなら

ない中心的課題のひとつになるものと考える。

本学は、 1886年、本田庸一(日本メソジスト初

代監督)を開学の祖とし、一貫してキリスト教主

義ιよる女子教育を行ってきたが、 1999年津軽地

方を中心とした地域社会における福祉専門職の必

掛性を自党し、男女共学の社会福祉学部社会福祉

学科が創設された。建学の精神は f畏神愛人jで

あり、この根本理念を基底仁社会福祉の根本理念

とあわせて専門家(ゾーシャルワーカー〉養成を

めざす実習の指導方法の構築と捧系化という課題

実習の指導方法を検討してき

檎される部分も多いと考える。

本摘は、本学の実習教育システムの要因(社会

福祉実曹の基本:枠組と本学の実習システム)とそ

の指導方法・内替を分析することにより、大学の

社会福続実需教育、特に「社会福祉実習 1Jを実

施するうえで派生する問題や矛盾とその課題解決

に向けて若「の問題提起を試みようとするもので

ある。したがって本論の限界は、実習システム要

閣の構造的分析であるため、その点に関する意識

が盤点的となり各1民自のレビューが表面的、不十

分となることである。また、弘前学院大学全体の

社会福祉実沼教育は、 l年次から 4年次までの『積
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を擬用し、 l年次の (つ

がる福祉創造ブホーラム、ボランティアなど)か

ら2年次の「社会福祉実習基礎論(事前学習)、そ

して 3年次の「社会端社実習 1J (いわゆ

社援助技術現場実習入 4年次に「社会撞社実習IIJ

(研究実習)、「社会福祉調査実習J(調査実習)、

神保鰻謡社援助実宵J

科領域の実習)を用意しているが、次年境行われ

る予定の各実習が終7していない現時点では、『積

み上げ方式~全体の総論的評罷とその中における

1 Jの各論的評価が不可能な，さであ

ll. r社合福祉実醤 1J :註会褐祉媛助技模現場実

習

1 ).現在までの流れ

社会福祉実智は社会福祉教背の歴史の中で幾多

の変還を経て現在の鉢系を確立してきた。それを

大枠で捉えるならば 1987年の社会福祉士及び介

護福祉士法設立の前後で十二分されるといえよう 0

5長官が専門職養成における重要な役割を担うこと

に懐疑を抱かれる状況は徐々に薄れつつあるとは

いえ、社会福祉実習の位置付けは必ずしも

もので誌なかった九

1987 1ドの社会福祉企及び介護福社士法は社会

福祉の専門職としての岡家資格を社会福祉:1:と介

護福祉士にて分し、それぞれの業務内容を定めて

いる。社会福祉去においては「社会福祉七の名称

を用いて、専門的知識及び技術をもって、身体上

若しくは精神上の障害があるごと又は環境よの理

由により日常生活を営むのに支障がある

に関する相談に応じ、助言、指導その拾の援助役

行うことJIをその業務としている。さらにこの法

は国家資惑の枠組みを規定することに留ま

を含み専門職の養成課程における科目、

その学習内容を規定する包括的な制震であり、社

会福祉系の学部ではこの規定に幕づくカリキスラ

ムの構成を余織なくされるごととなっ

日本社会事業学校連盟は 1955年に結成されて

以来、日本の社会福祉教育の中枢として社会福祉

系科目のカワキスラムについての検討、ガイドラ

イン等の提示をしてきたが、この 1987
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祉士法で示された養成課程のカリキュラムと従来

の学校連盟議成基準との共通面と相違面が問題と

なり、学校連盟では新たな養成基準を 1987年7丹

に決定することとなった九勿論こ

でボされたカリキュラムは学校連盟の意克を卜分

に組み入れた影で審議され、それが大幅に取り入

れられた経緯があった6がゆえに、その掩こ

は 100校を紹える学校連盟加盟校のカワキュラム

の標準形として定着し、社会福祉実習を鑑みれば

社会福祉実習を受け入れる社会福祉施設に対する

新指導マ:ュアルの発刊として集大成さ

1999年には厚生省社会援護品から社

会福祉士養成施設等における受講科目の目標及び

内容について哉lEの通知があり、社会?話相:実警に

ついては従来の社会福祉援助技術現場実習が社会

福祉援助技術現場実腎と社会福祉援助技術現場実

宵指導という二科目に分離され、実現教背におけ

る教脊機関の役割が明確北された。

2).社会指娃実習の目標

社会福祉実習の日標は前述の厚生省の通知に示

されている8。厚生省の通知は社会福祉士養成施設

に対する通知であり、大学についてはカリキスラ

ムの柔軟性を認めてはいるものの実質標準型とし

て提えてよいと思われる。社会福祉実留について

はこの通知の通り社会福祉援助技術現場実潤と社

会福祉援助技備現場実習指導の…:科Eの日;際を紹

介したし

「社会福祉援助技術現場実習J

G標】

1 .現場体験を過して社合福社専門職

として仕事をするうえで必要な

、「専門援劫技術J及び「関連知識jの内

容の理解を諜める。

2. r専門知識」、「専門援助技能J及び

を実際に活用し、相談援助業務に必要となる

資質・能力・技術を両得する。

3.職業論理を身につけ、 寺内戦としての岳

もとづいた行動ができるようにする。

4.具体的な体験や援助活動を、専門的援助技術

として概念化し理論化し捧系だてていくとと

ができる能)Jを掛養する。

5.関連分野の専門職との連携のあり万及びその
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具体的内符を理解する O

目標]

いて

理解させる。

2. 社会国祉機助技術現場実習を通じて、養成施

設で学んだ知識、技術等を具体的かっ実際的

に坪4解できるよう指導する。

3. 実践的な技術等を体得できるよう指導する 0

4. 福祉に関する相談援助の専門職としての

資紫、

いる

3).内容

前節の社会福祉実習の目標と同様に原生省の通

知における社会福祉実習の内容を社会補祉援助技

鮪現場実留と社会福祉援助技術現場実習指導に分

社会端祉援助技術現場実置を実施する

下記の点に留意すること。

φ 四日鳳実習に際しては、健嫌診断等の方法によ

り、実習生が良好な健康状態にあることを確

ようにするこ

「実習起録ノートjについては、単なる記録と

ならない様にあらかじめ学生に指導するとと

もに、その内容については、個別指導に十分

生かすようにすること。

実習中においては、下記の点に留意して実習

ものとする。

者やそ
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等の職員やボランチィア等との基本的な

コミュニケ…シヲンや人との付き合い方

る。

(イ〉 本IJ，f詩者を理解し、その需要を把躍する能

力を強める。

(ウ) 利用者やその関係者(家族・

(カ)

等)と援助関係を作る能力を強める。

利用者やその関係者(家族・親嫉・友人

等〉の問題解決能力を高めるように援助

イ命理、

就業などに関する規定を学び、

員として仕事を計画し、責粍を果す能力

を強める。

当該実習先がコミュニティの

.施設であることを理解すると

コミュニティへの働き

力を強イヒする。

(キ) 補社専門職(社会福祉めのあるべき饗

わ必、嬰な能力を実際に学び、自己を客観

し、解決すべき自己の課題を明確化し、

理解を深める。

容を必ず含めることとする。

1.実習オリエンテーション

2. 視聴覚学留

3. 現場体験学四及び見学実視(実際の介護サー

ビスの煙解や各種サービスの利用体験等を含

4. 

5. く

6. 実習の評館全体総括会

(花)

① 社会袖祉援助技術現場実習を効果的にす

すめるため、実習生用の「実習指導マニュ

アルJ及び「実習記録ノ…りを作成し、

実瀧指導に活用するこ
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して個別指導を行うものとする。

a. 実習生が、実習の意義、居的を

理解し、滴切な実習計画を作成

する。

b. 実習性;こ自己の選択した実官

分野と施設について基本的な知

識をもたせる。

c. 実背牛鼻に実習先で必要とさ

る専門援助技術の基礎について

十分理解tさせる。

d. 実習性に個人のプライパシ…

の保護と守秘義務等につL

せる。

イ)実官後においては、その実智内容に

ついての達成度を評儒し、必要な個

別指導を行うものとする。

配属実習が効果的に行われるよう、実潤

生と実習担当専任教員が、実留先の実智

指導担当者と十分協議して、実留が確実

に実施できるよう実現計画を作成するこ

と。

③実習の評舗基準を明確にし、評価に際し

て拭実習先の実習指導担当ゃ者の評定はも

とより、実翌生本人の自己評価について

も帯感して行うとと。

ここで記した内容は、かなり抽象的なものであ

るばかりでなく社会福祉実習の全容を把握しにく

いものとなっている。したがって実習指導に携わ

る大学側の教員であれば別としても、学生や実習

先の機関・擁設側の実習指導担当職員にとって全

体像の把握は都易なことではない。そのための対

して本学では、後述する「ガイドブック社

会福祉実習ト立戸〈以下、ガイドブック)を作成

しその方法と内容を学生に周知させた。また実習

・機関側に閲しては、昨年度、青森・

・八日の3会場において実習指導打ち合わせ

会10を開{差し、関孫機関・施設に対して理解の推進

をはかつ

理. r社会構社実習 1J :教育方法と内容

1 ).社会補祉実習 Iの臓修要件

福祉実習 1として 3{ド次に詑置されているが、

会福祉実習 1(学内における通年 2時間の授業の

学外における実務実留[23日間以上かっ 180

時間以上J)を履修するためには、 2年次ま

講されている基礎教育科目〈社会科学研究方法・

基礎横習わ、社会福社噂門教育科在(社会福祉原

・キリスト教社会福祉・介護機論・ソーシャル

ワーク総論・ソーシャルワーク各論 1[ケースワー

ク論刀、社会描祉実脅基礎論の単位を務得したも

のでなければならない。なおム 3で解説した 2

日は本学では社会福祉実習 1として読み替えら

れているためにここでは子ヰ吾の牒開となってい

る。

2).社会福祉実習 Iの目的

本学社会福祉ヰカリキュラム中の

実習 1Jは、選択科誌ではあるが、

家試験受験資路を得るためには履務し単位を取得

しなければならない科目である。

「社会福祉実皆 1Jは、本学の実背教背の住

果たすべく、講義科目で学んでいる社会福祉実践

のための方法・技術(方法論総論、方法論各論、

その他の科目〉の理論や、病習(ソーシャルワーク

演習 1・専門病習 1)などの各分野論を、社会福

祉実賎の場で具体的に学習することを目的とした

日である。別ないい方をすれば、ソーシャルワー

カーを意識し、実腎先の施設・機関において、

祉サーピスの利用者に接し、その生活関難の実態

と問題解決擬助の実際や支援システム等を観察

たとえ部分的にであっても、利用者援助の場

面に関わらせてもらうことによって、授業で理解

したことを現実に則して認識しなおすことが日指

されている。また、具体的な実智先によってその

内容を興にする場合もあるが、現場の指導職員と

利用者とのかかわりを通して体験的に学ぶ姿勢を

求め、その過程において、自分の意識・

徴や問題点に気づき、自己覚知できることが期待

される。

3).社会補祉実習 Iの実曹機関・施設

実習先は、社会福祉士養成過程の実留施設とし

て厚生省が認めている施設・機関でなければなら

社会福祉援助肢術現場実湾は本学において社会 ない。 って、現在のところ、 NPO
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院などは実習施設として認められていない。とれ

らの機関・施設での実習を希望する場合は「社会

福祉実習IIJあるいは「精神保健福祉援助実習」

を「社会福祉実習 1J履修後に選択しなければな

らない。実習先選定は、具体的には「社会福祉実

習基礎論」において希望先を調査し、実習希望学

生との面接(希望地域、希望分野の確認作業)を

行い、実習先への依頼等を行う。ただし、依頼等

が実習 Iの前年度となるため基本的には「社会福

祉実習基礎論」担当教員を中心に決めることにな

る。なお、社会福祉士受験資格取得のための指定

機関・施設は「社会福祉士介護福祉士学校職業訓

練校等養成施設指定規則の規定に基づき厚生大臣

が定める件J(告示第203号) (告示第265号) (告

示第226号)によって定められている。実習期間は

23日間、実質 180時間以上で、ある。

4).社会福祉実習 Iの実施計画

本学の社会福祉実習 Iは、社会福祉実習基礎論

を踏まえ1.事前学習、 2.実務実習、 3.事後学習

の3要素を基本構造として実際の指導にあたって

いる。これらの教育実施内容を年間計画に基づい

てやや詳述したものが表 lである。なお、事前学

習・事後学習は、カリキュラム上毎週2講義 180分

をこれにあてている。

5).社会福祉実習 Iの実施方法

l.事前学習

事前学習は、配属実習に参加する以前に配属実

習先機関・施設分野に関連する基礎科目や関連科

目の教育が全て履修されていない (3年次や4年次

で予定されている科目がある)状況を補い、具体

的でよりきめ細やかな指導をおこなう目的で行な

われる。そのためア、全体のオリエンテーション

を3回 cl回2講義)とイ、事前訪問 l回、ウ、グ

ループ演習を 10回 cl回2講義)行った。

ア、全体オリエンテーション

全体オリエンテーションでは、ガイドブックの

解説を中心に受講上の注意、実習教育の流れ、実

習の概要、意義、目的、各種関係書類(日誌、個

人票等)に関する説明を行い、それぞれが実習先

で何を学ぶかを文章化し、実習計画書を作成する

が、この作成が終わった時点で実習先を訪問する
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ことになっている。

イ、事前訪問

学生による事前訪問は、事前訪問日程決定の段

取り及び事前訪問時の注意事項を中心に学生か

ら、直接、実習施設・機関の実習担当者に連絡を

し、実習開始の 6週間までの問に事前訪問を実施

したい旨伝え、日程を打ち合わせた後、実習計画

書(実習課題)、事前訪問報告書等を持参し実習先

との調整をはかる目的で行われる。訪問後、事前

訪問報告書を作成し提出する。また、実習開始ま

でに実習計画書(実習課題)に対する担当者のア

ドバイスを整理し 実習指導教員に報告するとと

もに、計画書の見直しを行う。

ウ、グループ演習

少人数できめ細やかな実習指導を行う必要があ

るとする社会福祉学部教員と実習指導委員の意向

から、今年度試行的に実習希望分野別のグループ

を編成し演習方式による指導を実施するごとにし

た。事前学習、事後学習を前提に任意で編成され

たグループは、今年度赴任している教員 10名の専

門領域から社会福祉行政分野、地域福祉分野、高

齢者福祉分野、心身障害(児)者福祉分野、子ど

も福祉分野、 5分野 10グループに分けられた「実

習グループ指導教員」のいずれかのグループに所

属し事前教育を受けた。なお、事前学習は、学生

各自の課題意識や実習テーマを明確化するととも

に、社会福祉実習 Iシラバスに記載されている以

ドの事前教育指導項目を基底に進められたが、そ

のために用いる方法は各教員に一任された。

( 1 ) 施設・機関の法的根拠、設置目的、運営、

機能・利用経路・手続等の確認

( 2 ) 施設サービス、施設労働、措置制度など

( 3 ) 実習職種の役割・業務関連職種との連携

のあり方、必要とされる諸技術の確認

( 4 ) 関連施設・サービスの連携、社会資源等

に関する確認

( 5 ) 利用者の生活困難及びニーズを把握する

方法、利用者の近年の動向等の確認、

( 6 ) 個別援助計画・行事計画等の立案・計画・

実施・評価過程の概要の確認

( 7 ) 情報収集・分析の視点についての確認、

実習課題に関する指導

( 8 ) 事例研究 特に対象者理解を中心に
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弘前学院大学社会福祉実習 1(社会福祉援助技術現場実習)
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また、全体オリエンテーションでの概略を補足

する意味で実習が開始される前までに計画書 (23

日間プログラムを含む)の修正や、記録としての

実習日誌の書き方を学ぶ。

2.実務実習

実習先の選定は前年度の12月頃を目安として社

会福祉実習基礎論における希望調査、個別面接を

通して学生の問題意識や実習テーマ等を確認し選

定される。その後、実習先に仮依頼をして上述し

た必要単位取得者を確認し、 4月より正式依頼を

行う。基本的には、実習依頼先への交渉は大学が

行うが、学生本人が希望した場合はまず学生が仮

交渉を行った後正式な手続きを大学が行う。

実習期間は 23日間 180時間以上であるが、実習

が開始されると実習生は、その記録を日誌に記入

し、実習先の指導担当職員から指導を受けること

となっており、一週間ごとにまとめを行う。実習

開始から 2週、 3週目には大学から指導担当教員

が訪問し、指導担当職員との面接や三者面接を実

施、実習の目的が達成されるように指導をするこ

ととなっている。

3.事後学習

実習を終了し大学に戻ると、初期の課題設定や

実習プログラムは、実習先ごとの指導内容やレベ

ルにかなりの相違がみられるため、学生によって

は実務実習終了までに消化しきれない場合も多く

見受けられる。そのため、再びグループ演習や全

体指導を通して各自の実習課題の達成や目的の達

成に関して考察し各種の報告書等を作成、発表す

ることとなっている。具体的には以下のように、

ア、全体のオリエンテーションを 2回(1回2講義)

とイ、グループ演習を 10回 (1回 2講義)行い、

ウ、各種報告書作成並びに発表を行う。

ア、全体オリエンテーション

全体オリエンテーションでは、ガイドブックや

資料に基づき、事後学習の方法と課題レポート、

個人総括妻、実習先種別総括主の作成、実習体験

報告会、実習評価に関する説明を行い、それぞれ

が実習で何を学び得たのかを文章化し、報告する

ための方法を周知させ、さらに次の段階で新たな

研究学習課題が発生するように指導し、 4年次で
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の卒業論文や、研究実習として位置付けられる社

会福祉実習Eへの動機付けをあわせて行う。

イ、グループ演習

事後学習は、残された学生各自の課題意識や実

習テーマを明確化するとともに、社会福祉実習 I

シラバスに記載されている以下の事後教育指導項

目を基底に進められた。

( 1 ) 実習施設・機関及び実習職種に関する理解

度の評価←各個人発表

( 2 ) 対象者理解の視点・関係形成技術や関わり

方等の評価

(3 ) 施設・機関における基本的技術の理論的背

景に関する理解

( 4 ) 個別・集団援助計画の立案・実施の再評価

( 5 ) 政策的背景を基にした施設・機関、社会資

源に関する考察

事後学習の方法は、事前学習同様、各教員に一

任したが、その際の基礎資料として、実習先機関、

施設から返送された評価表、自己評価表、実習日

誌、訪問指導時の報告事項等が活用された。

ウ、各種報告書作成並びに発表

社会福祉実習終了報告書は、実習最終日、日誌、

自己評価表等を参考に、実習体験を振り返り、実

習中において考察した自分自身のあり方や実習課

題に対する学習成果、新たな認識や今後必要と思

われる技術等について、日誌等と一緒に配布され

ている A4サイズの用紙に 1200字程度でまとめ

るものである。機関・施設によっては提出を求め

たり、独自の項目や字数で提出することを求めた

りするところもあるので、その場合はその指示に

従うよう指導している。また、記述したものは、

その後の個人総括主に反映させてもよいことにし

ている。

個人総括書は、「社会福祉実習 1Jの学習成果を

まとめることを目的に表題をつけ、1.実習課題、

2. 実習の内容、 3. 実習成果、 4. 感想、 5. 継続

学習課題、 6.後輩へのアドバイスを簡潔にまとめ

る。なお、「個人総括書Jは年度末までに「社会福

祉実習 I個人総括主Jとして印刷製本し、「社会福

祉実習 1Jを履修した学生および実習先に配布す

る。

実習先種別総括書は、「社会福祉実習 1Jの実習

先種別をまとめることを目的に、1.施設名、 2.
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施設長、 3. 実習指導者職名・氏名、 4.所在地、

5.軍話番号.FAX番号、 6.最寄り喜美(交通手段)、

7. 沿革、&指導・擬助・支援方針、 9. 特色を記

述する。なお、「実静先種別総括調Jは、

苦を履修する学生の基礎資料として活用される。

社会福祉実習 I体験報告会は、 f社会届祉実濁

1 Jを履移した学生が、実習終了後、関連する領

域事のグループ学習の成栗を総括することを日的

に設定する。また この機会が、学生間において、

実習に関十る情報交換(主に、実智場として

設・機関の評価および指導方法の実際などについ

の場として活用されることを意留して、報告

会の参加対象を次年度において[社会福祉習 1J 

履修予定の「社会福祉実習基礎論j履修rtの学生

に1Aぜて実施する。

6).社会構祉実習 Iの評鍾方法

「社会福社実潤 1Jは事前・実務・事後教曹の状

況を合めた「総合評語jによる単位認定であって、

現場での実務実習に考参加しただけでは必ずしも単

位認定に至らないことがある。評価項目は、

前指導の取り組み状況、や実習計昭課、金事前訪

己評価、実習日誌、@実習評f語表、⑥自己

評価表、⑦社会福祉実習終子報告書、⑨実現体験

⑨実習先種別総括帯、⑩事後指導の

日とも 10

日全てにおいて 6点以上で、合計が 60

、70点以とを「良j、80点以 kを「犠jとする。

さらに60点未満の者、合計点が60点以上であって

も1項目でも 6点未満であれば、単位認定ができ

なる。

実習担喝教員は、上述した評価項目のグル…ブ

鵠背教員かちの素点を合む基礎資料を基に最験的

な単位認定を行う O

N. 考繋と今後の検討課題

本学における[社会福祉実習 1J教育方法と内

郡の現状を述べてきたが、現在認識し今後も継続

的に認識しなければならない課題町立、 1 )本学

が内包する課題、 2H~導方法波びに指導体制に

かかわる課題である。以下これらの項Eについて
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若干の問題整理をし、今後に残おれた検討課題の

考察と間賠擬胞を試みたい。

1 )本学が内告する課題

( 1 )学生側の課題

ア.近年の社会福祉ブームの波に乗ってか、平成

10年度入学生〈第 l期生)の2000年 11月

われた就職希望基礎調査では、将来社会揺祉

関連の職務に就きたいと希望した者は、全入

学者 125名中(提出者 123名、未提出者2名)

99名と全入学者の79.2%であった。社会話社

の実務に従事することへの動機付けが、

に高い学生が大多数を占めることとなった。

当然その影響を引きずるように、今年度選択

呂であるにも拘らず社会福祉実留 I

した学生は、 114名であった。一方で実習が社

会福祉士国家試験受験資格取得ための手段と

化しているのではなしゅ、という批判もうかが

えるが、実習教育を進んで受けようという動

機付け(目標〉の高さが、実禅宗冬γ後どのよ

うに知覚され解釈されたのか学生からの評髄

が必要である。

イ文学部の上級生は存在するが、社会話祉学部

の上級生が不在のため、学生が!主体的自;主的

に実現や実習先について学習する環境作りが

不十分であった。 1年次の「学澗体験j

る福祉創造ブォーラム、ボランチィアなど)

もかなりの部分で教員のアドバイスを必、要と

したことからもうかがえる。 3年次になって

ようやく学生による白主的活動としてのサー

クル活動や自主ぜミ活動が始動する兆し設見

せてい

(2 大学側の課題

ア.社会福祉専門教育科目のうち、地域補祉論、

公的扶助論、社会福祉調査法などは実稗前に

れなかったために実習先分野

社会福祉協議会など)科告を履修する

以前に配嬬実習に望まなければ金らない学生

がいた。また、ソーシャルワーク演宵 113が3

年次同時開講なため事例研究を含む事前学習

が不十分にuら5、るを得なかった。ソーシャ

ルワーク教育においては、講義・演習・

法相互に轡接に関連しあい循環していく

として教械、実践展開されていく必要げがあ
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り、学生にとっては社会福祉専門教育におけ

る実習の体系的な位置づけの把握が困難で

あった。 2年後の科目改定作業ではこの点を

注視しなければならない。

イ.実習担当教員は、 2名で実習科目を履修する

学生 114名に対し、社会福祉実習基礎論をは

じめとする各社会福祉の知識から専門的で実

践的な技術まで、を構造的につなぎあわせ、し

かも短期間に濃密な教育を行うことは、物理

的に不可能である。そこで、実習担当教員は、

ガイドブック解説並びに各種提出物の評価を

中心に役割を担い、前述した任意の「実習グ

ループ指導教員Jとともに事前・実務・事後

学習を進めた。少人数教育をめざす本学の理

想に近い形になったといえる。 一方で実習グ

ループ指導教員が専任でないことから責任の

所在が暖昧になり易く、今後は人事問題上の

課題(担当者の退任や前任者担当分野)を含

めて検討し専任化することが望まれる。

ウ. 3年次では、実務的な実習に必要とされる各

論的(方法論・分野論)な知識、技術は不十

分といわざるを得ない。そこで、方法論では

演習の強化と分野論ではフィールドインスト

ラクタ一、ティーチングアシスタン卜制度の

導入を早期に実現させていかねばならない。

エ. 1科目に特化されて述べられるべきものでは

ないが、キリスト教主義の教育理念が実習教

育のなかでどのように反映されていくのか、

具体的な手立てを見出すまでにはいたってい

ない。

オ.現在、本学では介護技術を基本的に習得でき

る科目はない。そこで基本的な介護技術が求

められる介護業務に関連する施設・機関に実

習にいく学生には、ホームヘルパー 2級取得

のための方法並びに養成研修所の情報提供を

行う O また、大学としてホームヘルパー 2級取

得条件整備を行う方向で検討を要する。それ

に伴う介護機器の補充等も次年度以降の課題

である。

2)指導方法並びに指導体制にかかわる課題

ア.現行の履修要件のみで実習を履修させること

は、高い質の担保にはなりえない。履修にあ

たって試験選抜等を行う必要性の是非につい

て論議を深めなければならない。また、そこ

に至るまでの l、2年次の基礎教育科目・社会

福祉学支援科目・社会福祉専門教育科目各段

階の教育環境状況を明らかにし過不足の調

整・整備が必要である。教科目群の連絡協議

の準備を今から始めなければならない。

イ.実務実習をいっ行うのかについては、機関・

施設の事情と考え方に応じて異なるが、大別

して集中方式と通年方式に分かれる。本学の

場合、集中講義をはじめとする他科目との諸

条件により、 8月から 12月までの期間に集中

的に行う集中方式をとっている。学生の多く

が、弘前市近郊か、出身地近郊を実習先に希

望する傾向があり、選択の優先順位は、全国

的に名のある機関・施設や力量ある実習指導

職員の存在有無ではない。また、逆にそのよ

うな存在があったとしても全体的な割合から

鑑みれば少数にすぎない。ソーシャルワーク

教育の重要な目的の一つで、ある高度な専門家

養成の責務を考慮、した機関・施設・職員との

契約関係の樹立(指定施設制)と質・量の確

保、それに見合った学生の配属は大きな課題

である。

ウ.ガイドブックの内容は、①社会福祉実習 Iの

ねらい、②社会福祉実習 Iの年間計画、③社

会福祉実習 Iシラパス、④実習計画書の書式

と書き方、⑤実習課題の取り組み、⑥実習日

誌の書式と書き方、⑦実習評価表、⑧実習評

価項目に対応した実習上のポイン卜、⑨評価

基準と評価の意味、⑩スーパーバイザーとと

もに、⑪実習生の心得、⑫実習における諸注

意、⑬事前訪問の連絡と方法、⑭訪問指導、

⑮実習評価と単位認定、⑩社会福祉実習終了

報告書・個人総括書・実習先種別総括書の作

成、⑫実習 I体験報告会、⑬実習Eに向けて、

によって構成されている。これらは、既存の

刊行物、各大学実習テキス卜、要綱等を寄せ

集めて作成された。数年試行的に使用した後、

受け入れ先を中心とした機関・施設・社会福

祉系大学(県内・東北ブロック)との研究教

育も含めた連絡協議会を定期開催し全体的な

評価を行い改訂していかなければならない。

エ.多くの学生は、実習終了後に何がしかの成長、
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社会福祉実現教育に関する一考察(その l

変化を感じZぎる。事前・実務・事後学習を通

して学びえたであろう多様な経験(概念的、

主観的に理解したであろう側面)は、たとえ

らしいひらめきや豊かな視点を想起させ

るものであったとしても、現作の評語システ

戸、あるV¥はノイズとして追

いやられ易い。なぜならば、学生のこのよう

な潜在能力は数字生して評価することに操界

があり、そのための方法も確立されていない

ためである O 社会?福祉実習教育においては、

「構成主識の観点から観た学習観J

あり、本学の場合、前述したように実習グルー

プ指導教員による指導や各種報告書等によっ

には限界がある。この点について、

年教育者たちの問で注Eされてい

法ある。「ポートブォリオ評価法 1ちである。こ

試論については、紙面.の都合

社会福祉実習教育に関する A考察(その

おに譲ることとするが実習教育評価の新たな

挑戦として試行したい。

V‘おわりに

本棋では、本学が取り組んできた社会福祉実習

I教育方法と内容の展開途上で将揚してき

題を分析することにより大学の社会福祉実習教育

におけるソーシャルワーク実習教育のあり方と社

会福祉実賎の専門家養成等に向けられている課題

を中心に検討してきた。これまでの考察で明らか

なように、社会福祉実習教育活動上、常に乗り越

えるべきハードルとなっている課題は、わが国社

会福祉系大学が四半世紀にわたって抱え続けてき

た問題であり、そのハードルは高くなり

る一方である。

々のみを対象とした社会福祉の制度・

すべての人々を対象とした普遍性を強調

ービスに変わろうとしている。

助活動も主体的な生活者を支援する社会的サ…ピ

スとして機能することが求め

るソーシャルワーカー

1といえよう。それと問時に、北JfI議ーも指摘 16

するようにわが国のソーシャルワーカ…とは一体

誰で、どのような職楠の人のことを指しているの

26 

かのというような専門職としての専門牲を疑問:視

する声や批判も多い。その中核は、実賎を展開し

ていく上で相瀦性を尊重しながらも共通性や一翼

性を担保するだけの思考スタイルやテクニックが

しておらず、共通基盤が未整備な実態から派

している。その源泉が「観念的抽象論に終始す

るのみの実路には役に立たない大学におけるソー

シャルワーク教育」によっているのだと

果たして本学はそれにどのような解答を用窓でき

るのであろう

実習に関連する諸課題はここ

にも多様に存在し、正に枚挙にいとまを得ない様

している。そのような意味では、キリスト

教主義による教脊を根本用悲とし、すぐれた専門

家(ソーシャルワーカー)養成をめざす本学の実

習指導方法の構築と体系化という課題は負い続け

なければならない十字架であろう O

1.第31l口l日本社会事業学校週間社会福社教符勺ミナー

(2001年10月?・ 8H、名品f属国際会議場)における

で子…マは「新世紀の社会福祉教脊のあり jjを展望す

るjであり、中でも「社会福祉帯人教育の現状と課題

{第 l分科会)J 社余話社実習教育の課題 諸習と実

宵のかかわり一〈第 3分科会)Jf社会福祉士有資格舟

の任丹J 就犠及び労働条件(第 4分科会)Jの内脊は、

本学の社会福祉実習教育全般で取り組むべき重要な

課題をIJミ唆している。

2. 弘前学院大学ではf社会福祉桜則j技指現場実現j科目

を「社会福祉実務 1Jという名称で言い表している0

3. 官間平日明・}l1[H営背・米j宰閤古・加藤幸雄・野口定久

同士会福祉実習(ーさ訂)~ 'fJ央法規、 1998年、

1. 社会福祉1:及び介護福祉土法第べ群第て条より。

5. 京撮I高宜「資搭制度化と社会福祉教脊j ‘番ヶj瀬崩

f.大友信勝・日本社会事業学技連盟編 f戦後社会福

祉教育の幼年JミネルウV護婦、 1998年、 258氏。

6. 向上、 261封。

7. 日本社会事業学校連盟・全盟社会福祉協議会編『新社

会福祉施設現場実智指導マニ 1 アル』全国社会福祉

協議会、 1996年0

8. 厚生者社会・緩護局第2667号社会福祉!:養成施設等

における械業科HのH標並びに介護福社 1:義或箆設

等における階業科自の[]~及び内容の改正について

(通知)。

9. 弘前学院大学社会福祉学部社会福祉学科・社会福祉

実狩指導委員会『ガイドブック社会福祉実関 1.立

2001年度』弘前ij学拡大学社会福祉学部、 2001年。ガ

イドブックは、「要鱗Ji r引きJiハンドブックJな

どと称されることがらいが、本学では、子引き等の身

体的要業を連想させる表現は、障害福祉の概念をJ雪

崩する際、不適切な表現なので誌ないかという実?をi
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指導委員の意見によってごの表現を採用せず、むし

ろこのテキストが社告福祉実習の案内書であり学生

自らが課題意識をもって主体的・積極的に活用して

ほしいとの願いを込めこの名称にしたのまた、ハンド

ブック作成にあたヮては、 b&した『新社会福祉擁設

現場実関指導マニュアル r社会悩祉実智

明治学院大学、北星学路大学、 i首都太学等の各種喪

鱗、子51き、並びに東洋大学社会福祉援助技術現場'実

弾講義資料等を参考にした。

10. 青森会場5jj 29汀(青森グランドホテル) 14施設・

機関参加、八戸会場6月5日〈八戸グランドホテル)

11施設・機関参加、弘前会場 6汁6日(ホテルごュー

キャッスル)29捷設・機関参加J (どの会場とも 13時

から 15時 30分)合計53施設機関参加。

f社余福祉実習lJの教脊方法と内容、評倍方法に関

しては、前掲の fガイドブック社会福祉実習 1.立

2梯 i年疫』を抜粋、 3または加筆、修正している。

12. 本章の基本的な枠組みは、丈島街・北川清一「大学の

社会話役教脊における社会福祉実稗システムに関す

る・考察一道都大学の「福祉擁設実狩j指導方法の現

状と諸問題-Jr道都大学紀繋J社会?福祉学部編、第
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5号、 1982年を参考にした。

13. 弘前学院大学では弓士会福祉媛幼技術滅宵j科目を

「ソ…シャルワーク議習 1Jという名体で言い表して

いる。
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